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NEDOの役割
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イノベーション・アクセラレーターとしてのNEDOの役割
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ドローン制度整備状況
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出所：2024/4/5 第19回小型無人機に係る環境整備に向けた官民協議会
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/kogatamujinki/kanminkyougi_dai19/gijisidai.html



ドローン制度整備状況

© Realization of Advanced Air Mobility Project 6出所：2024/4/5 第19回小型無人機に係る環境整備に向けた官民協議会
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/kogatamujinki/kanminkyougi_dai19/siryou1.pdf

• レベル4早期事業化に向けて各種施策が行われている。
型式認証の取得促進、UTM制度整備など



ドローン制度整備状況（UTM）

© Realization of Advanced Air Mobility Project 7出所：2024/4/5 第19回小型無人機に係る環境整備に向けた官民協議会
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/kogatamujinki/kanminkyougi_dai19/gijisidai.html

• 「無人航空機の運航管理（UTM）に関する制度整備の方針」策定
• 24年度以降UTMプロバイダ認定要件について詳細検討される見込み



空飛ぶクルマとは
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電動化、自動化といった航空技術や垂直離着陸などの運航形態によって実現される、利用し
やすく持続可能な次世代の空の移動手段（「空飛ぶクルマの運用概念」より）

出所： 空の移動革命に向けた官民協議会
https://www.mlit.go.jp/koku/koku_tk2_000007.html



空飛ぶクルマの運用概念（AAM ConOps）

© Realization of Advanced Air Mobility Project 9出所： 空の移動革命に向けた官民協議会
https://www.mlit.go.jp/koku/koku_tk2_000007.html

• “空飛ぶクルマ”の主要な構成要素や段階的な導入のフェーズについて、関係者に必要な情
報を提供するとともに認識の共有を図り、協調することを目的に策定

• 2023年3月 第1版、2024年4月 第1版改訂A 公開

商業運航 初期導入



空飛ぶクルマ制度整備状況

© Realization of Advanced Air Mobility Project 10出所：2024/4/23 第10回空の移動革命に向けた官民協議会
https://www.mlit.go.jp/koku/koku_tk10_000108.html

• 官民協議会にて、環境整備に向けた検討が進捗。
• 今年度から、万博後の運航拡大も見据えたタスクフォースを設置し、具体的な交通管理方法

を検討等が進む見込み。



© Realization of Advanced Air Mobility Project 11出所：2024/3/25 空飛ぶクルマの国際標準化動向
https://reamo.nedo.go.jp/library/2024/04/eVTOL-International-Standardization-Trends-2024.pdf

ICAO Advanced Air Mobility Study Groupで将来像を議論する一方、
FAAやEASAが標準化機関の規格を引用しながら法規制・MoCの策定を先行している
標準化はASTMやEUROCAEといった欧米の標準化機関が中心となって推進

標準化機関の関係
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本プロジェクトに関連する海外プロジェクトの例

• EU
SESAR 3JU

EASA SHEPHERD
• 米国

FAA ASSURE

NASA AAM
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ReAMo プロジェクト 概要
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今後の産業拡大を見据え、
①試験方法の標準化や産業規格化により、「機体の安全性向上・高性能化」を進め、ドローンの活用の幅を拡大し、空飛ぶクルマの市場を創造する。
② 「運航体制の省人化」によって１人の操縦者が複数の機体を操縦できるようにし、ドローン利活用のポテンシャルをさらに引き出す。
③ また、空飛ぶクルマが登場することも見据え、ドローンと空飛ぶクルマ、既存航空機が空域を協調し、より安全で効率的な航行を行うための技術の確立を目

指す、５カ年プロジェクト。
市場形成に向けて、事業の中で制度・標準化動向を把握し、標準化活動を同時に行う。



空の産業革命・移動革命に向けたロードマップ
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安全性・信頼性
運航管理

試験手法の開発
運航の省人化
運航管理技術

出所： 空の産業革命に向けたロードマップ2022
https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/mono/robot/pdf/2022_uas_roadmap.pdf

空の移動革命に向けたロードマップ2022
https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/mono/robot/pdf/airmobility_rm2021.pdf



ReAMo プロジェクト 各項目の関係性
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：委託事業
：調査委託事業
：助成事業
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プロジェクト紹介動画（日本語版、英語版）
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ReAMoプロジェクトホームページ
（日） https://reamo.nedo.go.jp/
（英） https://reamo.nedo.go.jp/en/
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国内外 連携
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第2回ドローンサミット
(2023/9長崎市)

次世代エアモビリティ
シンポジウム in エス・バード

(2023/12長野県飯田市)

やまなし空のモビリティフェス
(2024/2山梨県甲府市)

ロボット・航空宇宙
フェスタふくしま

(2022,2023/11福島県郡山市)

展示会・ワークショップ等で成果発信、国内外 自治体・研究機関等との交流を推進

K-UAM Confex
(2023/11韓国)

Amsterdam Drone Week
(2023/3,2024/4オランダ)

ICAO Drone Enable
(2022,2023/12カナダ)

SESAR-NEDO Workshop
(2023/6 ベルギー)
※日本で開催

ICAS ETF
(2023/9)

※日本で開催



海外への発信（ICAO Drone Enable 2023）
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ICAO: International Civil Aviation Organization 国際民間航空機関
ICAO Drone Enable 2023 Webサイト
https://www.icao.int/Meetings/DRONEENABLE2023/Pages/default.aspx

テーマ ”Innovation and infrastructure developments supporting the future of 
unmanned aviation”

無人航空分野の産業界、学界、政府、国際機関の主要な関係者が集まり、UTM、CNS（通
信・航法・監視）などに関する研究、ベストプラクティス、教訓、それぞれの課題について交換
ReAMoプロジェクトとしてもブース出展、カンファレンス会議にて登壇



海外への発信
（欧州 Amsterdam Drone Week 2024）
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2024年4月16～18日 オランダ・アムステルダム
現在の航空ソリューション、潜在的なイノベーション、重要な規制に関する知識を共有するための
世界的なプラットフォーム
規制当局・研究機関・企業等、幅広い業界のスペシャリストが集い、パネルセッションにて討論
ReAMoプロジェクトとしても、ブース出展、パネルセッションにて講演

Amsterdam Drone Week 2024 Webサイト
https://www.icao.int/Meetings/DRONEENABLE2023/Pages/default.aspx
https://nl.linkedin.com/company/amsterdamdroneweek?trk=public_post_feed-actor-image



ReAMo プロジェクト ホームページ
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ReAMoプロジェクトにおける各事業の概要、成果を広く一般に知っていただくことを目的
事業を進めていく中で、一般公開できる情報を、積極的に掲載
想定するHPの訪問者
- ReAMo関係者

- 空モビリティ事業関係者

- 空モビリティに興味のある一般の方

予定している公開情報
- シンポジウムの開催案内、資料、動画

- 欧米等の規制・標準化の動向

- 研究成果等の論文や新聞等への記事掲載状況

- 意見交換会等、各種PJ内活動の開催案内

- 動画等のコンテンツ公開

- 実証実験の実施状況 など
21URL https://reamo.nedo.go.jp/



目次

© Realization of Advanced Air Mobility Project 22

1. NEDOとは
2. 国内外動向
3. ReAMoプロジェクト概要
4. おわりに



ReAMoプロジェクトシンポジウム2024
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目的
ドローン・空飛ぶクルマに関心のある方々に、
ReAMoプロジェクトの目的と成果、
今後の取り組みについて幅広く知っていただき、
かつ、議論していただくことで
次世代空モビリティの社会実装に向けた機運を高める
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なにか不明点ありましたら、遠慮無くお問合せください。
ReAMoチーム< nedo_aam@ml.nedo.go.jp >

平山 紀之 < hirayamanry@nedo.go.jp >

URL https://reamo.nedo.go.jp/


